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１ . ギ リ シ ア 語 の 「 神 話 ・ 伝 説 。 語 源 ： 英 語 の my t h 「 神 話 」 の 語 源 1」

関 連 語 ： ロ ゴ ス （ 理 性 ・ 言 葉 ・ 法 ）

２ . P E R S O N 『 イ リ ア ス 』 の 著 者 で B. C .８ 世 紀 ギ リ シ ア の 叙 事 詩 人 。 2

３ . B O O K B . C .８ 世 紀 、 ギ リ シ ア の 叙 事 詩 人 ホ メ ロ ス が ト ロ イ ア 戦 争 を 描 い た 3

書 物 。

４ . P E R S O N 『 神 統 記 』 の 著 者 で B. C .８ 世 紀 ギ リ シ ア の 叙 事 詩 人 。 4

５ . B O O K B . C .８ 世 紀 、 ギ リ シ ア の 叙 事 詩 人 ヘ シ オ ド ス が ギ リ シ ア 神 話 を 体 系 5

化 し た 。

６ . 万 物 の 根 源 を 探 究 す る 、 小 ア ジ ア 西 岸 イ オ ニ ア 地 方 中 心 の 哲 学 。 6

７ . 自 然 哲 学 が 探 究 し た 万 物 の 根 源 。 7

８ . ギ リ シ ア 語 の 「 自 然 。 関 連 語 ： ノ モ ス （ 人 為 ） 8」

９ . ギ リ シ ア 語 の 「 人 為 。 関 連 語 ： ピ ュ シ ス （ 自 然 ） 9」

1 0 . 古 代 ギ リ シ ア の 都 市 国 家 。 10

1 1 . ギ リ シ ア 語 の 「 閑 暇 （ か ん か 。 語 源 ： 英 語 の sc h o o l 「 学 校 」 の 語 源 11）」

12 . P E R S O N B . C .７ ・ ６ 世 紀 、 ギ リ シ ア の 自 然 哲 学 者 「 ア ル ケ ー は 水 。 12。 」

13 . P E R S O N B . C .６ 世 紀 、 ギ リ シ ア の 自 然 哲 学 者 ・ 数 学 者 「 ア ル ケ ー は 数 。 13。 」

霊 魂 の 不 滅 や 転 生 を 信 じ た 。

14 . P E R S O N B . C .５ ・ ４ 世 紀 ギ リ シ ア の 自 然 哲 学 者 ア ル ケ ー は ア ト ム 原 14、 。「 （

子 。）」

15 . B . C .５ ・ ４ 世 紀 ギ リ シ ア の 自 然 哲 学 者 デ モ ク リ ト ス が 考 え た ア ル ケ ー 万 15、 （

物 の 根 源 。）

16 . 世 界 の 根 本 的 原 理 や 実 在 を 物 質 と み な す 立 場 。 関 連 語 ： 唯 心 論 16

1 7 . P E R S O N B . C .６ 世 紀 、 ギ リ シ ア の 自 然 哲 学 者 「 ア ル ケ ー （ の 在 り 方 ） は 17。

火 。」

1 8 . W O R D B . C .６ 世 紀 、 ギ リ シ ア の 自 然 哲 学 者 ヘ ラ ク レ イ ト ス が ア ル ケ ー （ 在 18

り 方 ） を 火 と 考 え た 世 界 観 の 言 葉 。

1 9 . ギ リ シ ア 語 の 「 理 性 、 言 葉 、 法 。 語 源 ： 英 語 の l o g i c 「 論 理 （ 学 」 の 19」 ）

語 源 。 関 連 語 ： ミ ュ ト ス （ 神 話 ・ 伝 説 ）

2 0 . ギ リ シ ア 語 の 「 観 想 、 観 照 。 ア リ ス ト テ レ ス の 説 く 、 実 用 を 離 れ て 純 粋 20」

に 真 理 に つ い て 考 察 す る こ と 。 語 源 ： 英 語 の th e o r y 「 理 論 」 の 語 源

21 . ギ リ シ ア 語 の 「 知 恵 あ る 人 。 相 対 的 で 主 観 的 な 人 間 探 究 。 21」

2 2 . P E R S O N B . C .５ 世 紀 ギ リ シ ア の ソ フ ィ ス ト 哲 学 者 人 間 は 万 物 の 尺 度 22、 。「 」。

23 . W O R D B . C .５ 世 紀 、 ギ リ シ ア の ソ フ ィ ス ト 哲 学 者 プ ロ タ ゴ ラ ス の 言 葉 で 、 23

「 人 間 各 人 が 万 物 の 価 値 判 断 も の さ し 」 の 意 味 。

T. Q .「 ソ フ ィ ス ト の 功 罪 と は ？ 」

T. A .

B . C .５ 世 紀 の ア テ ネ 全 盛 の こ ろ 「 知 恵 あ る 人 」 と し て ソ フ ィ ス ト と 呼 ば れ る 人 々 が 活 躍 し、

た 。 彼 ら は 相 対 的 で 主 観 的 で あ り 、 金 も う け を 目 的 と し た “ 政 治 屋 ” が 生 ま れ る 原 因 と な っ

た 。 ま た 、 プ ロ タ ゴ ラ ス は 各 人 の 考 え 方 （ 価 値 判 断 ） を 肯 定 し た の で 、 そ れ ぞ れ の 主 観 が 衝

突 す る よ う に な っ た 。 し か し 、 そ の お か げ で 弁 論 術 が 発 達 し 、 論 理 的 思 考 が 発 達 し た 。


